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平成１８年度食料需給表について

平成１８年度食料需給表について、別紙のとおり公表します。今回のポイ
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(別紙１)

《平成１８年度食料需給表のポイント》

１ 食料自給率

○ 平成１８年度の食料自給率は、カロリーベースは前年度から１ポイント低

下し３９％、生産額ベースも前年度から１ポイント低下し６８％

２ 消費と生産

（１）カロリーベース

○ 消費面では、供給熱量（１人・１日当たり）は、対前年度25kcal減の2,548

kcal（前年度比1.0％減）

○ 生産面では、国産熱量(１人・１日当たり)は、対前年度27kcal減の996kcal

（前年度比2.6％減）

（２）生産額ベース

○ 食料の国内消費仕向額は、前年度から1,061億円減の14兆8,601億円（対前

年度比0.7％減）

○ 食料の国内生産額は、前年度から1,297億円減の10兆1,681億円（対前年度

比1.3％減）

３ 主な品目の食料自給率に対する影響

（１）カロリーベース

① 食料自給率低下の要因となった主な品目

、 、 、○ 砂糖類については 18年産てん菜について 豊作であった17年産に比べ

６月の日照不足や多雨による収量の低下及び夏場の高温多雨による糖度の

低下（17.1％→16.4％）があったこと等により、砂糖の生産が減少（砂糖

の生産量：前年度比△８％ ））

○ 果実については、春先の低温による生育不良、夏の集中豪雨、秋の台風

、 、等気象災害が発生したことに加え みかんがうら年であったこと等により

多くの品目で単収が低下し生産が減少（みかんの単収：前年度比△24％）

○ いも類・でんぷんについては、日照不足によりかんしょの単収・生産が

減少するとともに、高温少雨によりばれいしょの単収・生産も減少（かん

しょの単収：前年度比△６%、ばれいしょの単収：前年度比△４%）

○ 米については、前年度に比べて１人１年当たりの消費が0.4kg減少（61.4

kg→61.0kg）したことに加え、不作（作況：101→96）により、従来、加工

用へ供給されていた国産低価格米の供給が減少し、それを補う形でＭＡ米

が加工用へ供給されたことにより、国産熱量が減少



○ 豆類については、大豆の作付面積が増加し生産がやや増加したものの、

作付面積が減少した小豆やいんげんにおいて、７月の天候不順の影響によ

り単収・生産が大幅に減少（小豆の単収：前年度比△４％、いんげんの単

収：前年度比△17％）

○ 牛乳・乳製品については、脱脂粉乳の過剰在庫等を踏まえ、生産者団体

が減産型の計画生産を実施（生産量：前年度比△２％）したことに加え、

濃厚飼料自給率が低下したことにより、国産熱量が減少

○ 肉類については、鶏肉の生産が増加（生産量：前年度比＋４％）したも

のの、濃厚飼料自給率が低下したことにより、国産熱量が減少

②食料自給率の上昇に寄与した主な要因

○ 大豆・りんご・きのこ類の生産量が増加したこと(それぞれ前年度比＋２

％、＋２％、＋１％)により、国産熱量が増加。

1人1年当たり供給純食料○ 輸入原料が中心である油脂類の消費量がやや減少したこと(

14.6kg→14.5kg)。

○ 魚介類などの輸出が増加したこと（前年度熱量比17％増、食料自給率で

は0.1％強の増に相当 。）

（２）生産額ベース

① 食料自給率低下の要因となった主な品目

○ 畜産物については、とうもろこしの国際相場の上昇を受けて配合飼料価

格が上昇したこと等から、輸入飼料額が増加し、国内生産額が減少（ △

７９６億円）

（注）畜産物の国内生産額の算出に当たっては、輸入飼料額を控除して算出

○ 魚介類については、するめいか、かつお、ほっけ、まあじ等の生産が減

少したことから国内生産量が減少（前年度比△３％）し、国内生産額が減

少（△４０２億円）

○ 果実については、天候不順の影響を受けて生育不良となったこと等から

大幅な生産減(前年度比△13％)となり、単価は前年より上昇（前年度比 ＋

10％）したものの、国内生産額は減少（△３３２億円 （うら年にあたる）

みかんについては国内生産額が増加）

② 食料自給率の上昇に寄与した主な要因

○ 野菜については、きゅうり、トマト、なすなどの野菜を中心に、低温や

日照不足による生育の抑制等の天候不順の要因により生産が減少（前年度

比△１％）したものの、価格は上昇（前年度比＋５％）したことから、国

内生産額が増加（＋７５８億円）



○ きのこ類については、生産量は前年並み（前年度比＋１％）であったも

のの 価格が上昇 前年度比＋６％ したことから 国内生産額が増加 ＋、 （ ） 、 （

１２７億円）

○ 魚介類、米などの輸出が増加したこと（前年度国内消費仕向額比14％増、

食料自給率では0.3％弱の増に相当 。）

（３）ＰＦＣバランス

○ 魚介類・豚肉の消費減、油脂類の消費減の割合が総供給熱量全体の減少割

合に比べ小さかったことにより、前年度に比べて、たんぱく質の割合が0.2ポ

イント減少、脂質の割合が0.2ポイント増加。炭水化物の割合については、対

前年度同。
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平成18年度
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注）ＰＦＣ熱量比率の数値は、上段がそれぞれ17年度・18年度の割合、下段が27年度目標の割合



(別紙２)

１７年度 １８年度 増減量 増減率 １７年度 １８年度 増減量 増減率

94.6 94.2 ▲ 0.4 ▲ 0.4% 10,090 9,602 ▲ 488  ▲ 4.8% 

61.4 61.0 ▲ 0.4 ▲ 0.6% 8,998 8,556 ▲ 442  ▲ 4.9% 

31.7 31.8 0.1 0.2% 875 837 ▲ 38  ▲ 4.3% 

19.7 19.4 ▲ 0.3 ▲ 1.5% 3,805 3,632 ▲ 173  ▲ 4.5% 

4.9 4.5 ▲ 0.4 ▲ 8.0% 1,053 989 ▲ 64  ▲ 6.1% 

14.8 14.9 0.1 0.6% 2,752 2,643 ▲ 109  ▲ 4.0% 

17.5 17.6 0.1 0.5% 2,860 2,823 ▲ 37  ▲ 1.3% 

9.3 9.2 ▲ 0.1 ▲ 0.6% 352 332 ▲ 20  ▲ 5.7% 

6.8 6.8 ▲ 0.0 ▲ 0.6% 225 229 4  1.8% 

96.3 94.8 ▲ 1.4 ▲ 1.5% 12,492 12,363 ▲ 129  ▲ 1.0% 

43.1 39.4 ▲ 3.6 ▲ 8.5% 3,703 3,231 ▲ 472  ▲ 12.7% 

5.5 4.5 ▲ 1.0 ▲ 18.4% 1,132 842 ▲ 290  ▲ 25.6% 

9.4 8.9 ▲ 0.5 ▲ 5.5% 819 832 13  1.6% 

28.5 28.0 ▲ 0.5 ▲ 1.7% 3,045 3,095 50  1.6% 

5.6 5.5 ▲ 0.0 ▲ 0.6% 497 495 ▲ 2  ▲ 0.4% 

12.1 11.5 ▲ 0.5 ▲ 4.5% 1,242 1,249 7  0.6% 

10.5 10.6 0.2 1.6% 1,293 1,340 47  3.6% 

16.6 16.6 ▲ 0.0 ▲ 0.1% 2,469 2,497 28  1.1% 

91.8 92.2 0.4 0.5% 8,293 8,088 ▲ 205  ▲ 2.5% 

34.6 32.4 ▲ 2.2 ▲ 6.4% 5,152 5,067 ▲ 85  ▲ 1.6% 

1.2 1.2 ▲ 0.1 ▲ 7.0% 123 120 ▲ 3  ▲ 2.4% 

19.9 19.5 ▲ 0.4 ▲ 2.2% 2,218 2,152 ▲ 66  ▲ 3.0% 

19.6 19.1 ▲ 0.4 ▲ 2.3% 2,193 2,127 ▲ 66  ▲ 3.0% 

0.3 0.3 ▲ 0.0 ▲ 2.3% 25 25 0  0.0% 

14.6 14.5 ▲ 0.0 ▲ 0.2% 2,037 2,092 55  2.7% 

13.5 13.5 0.0 0.1% 1,715 1,764 49  2.9% 

1.1 1.1 ▲ 0.0 ▲ 3.5% 322 328 6  1.9% 

3.9 3.9 ▲ 0.0 ▲ 0.8% 506 502 ▲ 4  ▲ 0.8% 

7.2 7.3 0.1 1.0% 939 948 9  1.0% 

4.6 4.7 0.0 0.7% 2,777 2,686 ▲ 91  ▲ 3.3% 

3.3 3.3 ▲ 0.0 ▲ 0.2% 417 423 6  1.4% 

みかん

りんご

大豆

かんしょ

ばれいしょ

果実

いも類

国内生産量（千トン）

穀類

でんぷん

米

小麦

牛肉

豚肉

鶏肉

その他食料

海藻類

魚介類

砂糖類

○　国民一人・一年当たり供給純食料及び国内生産量の前年度比較

みそ

しょうゆ

肉類

鶏卵

牛乳・乳製品

豆類

野菜

類別・品目別
1人・1年当たり供給純食料（ｋｇ）

　　　　　　18年度8,659千㌧（同178千㌧）
　　　　２．「砂糖類」の国内生産量は、「精糖」及び「含みつ糖」の合計。

精糖

含みつ糖

　（注）１．米の在庫取崩し分を含んだ国産米供給量は、17年度8,754千㌧（うち在庫取崩し量3千㌧）、

油脂類

きのこ類

植物油脂

動物油脂
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17年度 18年度 増減量 増減率 17年度 18年度 増減量 増減率 17年度 18年度 増減量 増減率

933.3 929.7 -3.6 -0.4% 20.2 20.1 -0.1 -0.3% 3.5 3.4 0.0 -0.3%

598.9 595.4 -3.4 -0.6% 10.3 10.2 -0.1 -0.6% 1.5 1.5 0.0 -0.6%

319.9 320.4 0.5 0.2% 9.6 9.6 0.0 0.2% 1.8 1.8 0.0 0.2%

48.6 47.4 -1.2 -2.5% 0.8 0.8 0.0 -1.1% 0.1 0.1 0.0 -2.8%

17.7 16.3 -1.4 -8.0% 0.2 0.1 0.0 -8.0% 0.0 0.0 0.0 -8.0%

30.9 31.1 0.2 0.6% 0.7 0.7 0.0 0.6% 0.0 0.0 0.0 0.6%

168.5 169.4 0.9 0.5% 0.0 0.0 0.0 0.5% 0.3 0.3 0.0 0.2%

107.6 106.9 -0.7 -0.6% 7.8 7.7 -0.1 -0.7% 5.0 5.0 0.0 0.1%

79.7 79.2 -0.5 -0.6% 6.3 6.2 0.0 -0.6% 3.8 3.8 0.0 -0.6%

77.6 76.2 -1.4 -1.8% 3.3 3.2 -0.1 -2.2% 0.5 0.5 0.0 -2.2%

70.2 65.0 -5.3 -7.5% 0.9 0.8 -0.1 -8.1% 1.0 0.9 -0.1 -5.7%

6.6 5.4 -1.2 -18.4% 0.1 0.1 0.0 -18.4% 0.0 0.0 0.0 -18.4%

14.0 13.2 -0.8 -5.5% 0.1 0.0 0.0 -5.5% 0.0 0.0 0.0 -5.5%

166.7 163.7 -3.0 -1.8% 14.3 14.1 -0.2 -1.6% 11.3 11.1 -0.2 -2.1%

42.8 42.7 -0.1 -0.2% 2.6 2.6 0.0 -0.6% 3.4 3.4 0.0 -0.6%

75.4 72.0 -3.4 -4.5% 6.0 5.7 -0.3 -4.5% 5.3 5.1 -0.2 -4.5%

46.6 47.3 0.7 1.6% 5.5 5.6 0.1 1.6% 2.5 2.5 0.0 1.6%

68.6 68.6 -0.1 -0.1% 5.6 5.6 0.0 -0.1% 4.7 4.7 0.0 -0.1%

160.9 161.7 0.8 0.5% 8.0 8.1 0.0 0.5% 8.8 8.8 0.0 0.5%

137.0 130.0 -7.0 -5.1% 18.3 17.1 -1.3 -6.9% 6.2 6.0 -0.2 -3.5%

5.4 5.1 -0.4 -7.0% 1.0 0.9 -0.1 -8.2% 0.1 0.1 0.0 -7.0%

209.5 204.8 -4.7 -2.3% 0.0 0.0 0.0 1.0% 0.0 0.0 0.0 0.0%

368.3 367.7 -0.6 -0.2% 0.0 0.0 0.0 -6.5% 39.9 39.9 -0.1 -0.2%

339.7 340.1 0.4 0.1% 0.0 0.0 0.0 0.0% 36.9 36.9 0.0 0.1%

28.6 27.6 -1.0 -3.5% 0.0 0.0 0.0 -6.5% 3.0 2.9 -0.1 -3.5%

20.7 20.5 -0.2 -0.8% 1.3 1.3 0.0 -0.8% 0.6 0.6 0.0 -0.8%

14.0 14.1 0.1 1.0% 1.5 1.5 0.0 1.0% 0.0 0.0 0.0 0.0%

15.8 17.0 1.1 7.3% 0.9 1.0 0.0 5.4% 0.8 0.9 0.1 11.6%

1.3 1.7 0.4 31.3% 0.2 0.3 0.0 24.0% 0.0 0.0 0.0 10.5%

合計 2572.8 2547.6 -25.2 -1.0% 84.0 82.3 -1.8 -2.1% 82.8 82.3 -0.5 -0.6%

鶏肉

植物油脂

動物油脂

きのこ類

みかん

りんご

牛肉

豚肉

肉類

脂質

その他食料

油脂類

みそ

しょうゆ

果実

○　供給熱量・栄養素の前年度比較

供給熱量（ｋｃａｌ） たんぱく質

砂糖類

鶏卵

牛乳・乳製品

魚介類

海藻類

豆類

野菜

大豆

類別・品目別

穀類

いも類

でんぷん

米

小麦

かんしょ

ばれいしょ



（参考１）

（単位：kg）

牛乳・

うち米 うち小麦 乳製品

昭和 40 145.0 111.7 29.0 21.3 8.3 9.5 108.2 28.5 9.2 11.3 37.5 28.1 18.7 6.3

50 121.5 88.0 31.5 16.0 7.5 9.4 109.4 42.5 17.9 13.7 53.6 34.9 25.1 10.9

60 107.9 74.6 31.7 18.6 14.1 9.0 110.8 38.2 22.9 14.5 70.6 35.3 22.0 14.0

平成　2 103.5 70.0 31.7 20.6 15.9 9.2 107.8 38.8 26.0 16.1 83.2 37.5 21.8 14.2

7 102.0 67.8 32.8 20.7 15.6 8.8 105.8 42.2 28.5 17.2 91.2 39.3 21.2 14.6

8 101.8 67.3 33.0 20.8 16.0 9.5 104.7 40.2 28.2 17.2 93.3 38.9 21.2 14.8

9 100.6 66.7 32.4 21.3 16.6 9.2 101.9 42.1 27.8 17.2 93.2 37.3 20.7 14.9

10 98.7 65.2 32.2 20.3 16.7 9.4 99.4 39.1 28.1 16.9 92.4 35.5 20.0 14.6

11 98.9 65.2 32.4 21.0 16.9 9.1 102.2 42.1 28.5 17.0 93.0 35.8 20.2 15.1

12 98.5 64.6 32.6 21.1 17.4 9.0 101.5 41.5 28.8 17.0 94.2 37.2 20.2 15.1

13 97.1 63.6 32.1 20.1 17.3 9.2 100.7 44.3 27.8 16.8 93.0 40.2 20.0 15.1

14 96.0 62.7 31.9 19.9 17.2 9.3 96.7 42.0 28.4 16.8 92.9 37.6 20.0 15.0

15 96.0 61.9 32.6 19.5 17.5 9.4 95.2 39.8 28.2 16.7 93.0 35.7 20.0 15.0

16 95.2 61.5 32.3 19.9 17.5 9.3 93.8 41.5 27.8 16.5 93.9 34.6 19.9 14.4

17 94.6 61.4 31.7 19.7 17.5 9.3 96.3 43.1 28.5 16.6 91.8 34.6 19.9 14.6

18 94.2 61.0 31.8 19.4 17.6 9.2 94.8 39.4 28.0 16.6 92.2 32.4 19.5 14.5

昭和 40

50

60

平成　2

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

82.8 29.0 58.02,572.8 84.0 13.1

○ 国民１人・１年当たり供給純食料の推移

穀類 いも類 でんぷん 豆類 魚介類 砂糖類 油脂類野菜 果実 肉類 鶏卵

○ 国民１人・１日当たり供給熱量及びＰＦＣ熱量比率の推移

糖　質
熱量
(kcal)

年度

年度

(炭水化物)

比率（％）比率（％）（ｇ） 比率（％）

13.0 79.7

82.1

85.5

71.6

64.5

61.2

12.2

12.7

12.7

44.3

63.9

75.4

58.3

75.0

80.2

59.8

58.6

16.2

22.8

26.1

27.2

28.1

58.428.5

58.6

58.5

58.4

83.6

28.7

28.9

57.8

58.2

57.7

57.9

29.183.6

83.7

83.5

28.4

28.2

28.3

81.6

脂　質

（ｇ）

82.0

83.1

84.2

84.4

28.9

28.6

82.713.3

13.2

13.2

13.2

13.1

13.1

13.1

13.1

13.4

13.22,599.6

2,630.3

2,642.1

84.5

86.1

86.8

87.8

2,458.8

2,517.0

2,595.6

2,639.4

2,547.6 82.3 12.9

2,653.3

2,670.0

2,651.3

2,602.4

2,619.7

2,564.0

2,587.0

たんぱく質

82.3 29.1 58.0

83.9

85.5

87.9

88.4

87.3

85.7



（参考２）

○ 食料自給率の推移 　

　 （単位：％）

昭　和 50 60 平　成 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

40年度 7年度 (概算)

米 95 110 107 104 99 95 95 95 95 96 95 95 95 94

　うち主食用 103 100 100 100 100 100 100 100 100 100

小麦 28 4 14 7 9 9 9 11 11 13 14 14 14 13

大麦・はだか麦 73 10 15 8 7 5 7 8 8 9 9 9 8 8

いも類 100 99 96 87 87 85 83 83 84 84 83 83 81 80

　かんしょ 100 100 100 100 99 100 99 99 98 96 94 94 93 92

　ばれいしょ 100 99 95 83 83 80 78 78 80 81 80 80 77 76

品 豆類 25 9 8 5 5 5 6 7 7 7 6 6 7 7

　大豆 11 4 5 2 3 3 4 5 5 5 4 3 5 5

目 野菜 100 99 95 85 86 84 83 82 82 83 82 80 79 79

果実 90 84 77 49 53 49 49 44 45 44 44 40 41 39

別 　みかん 109 102 106 102 112 98 108 94 96 98 104 99 103 94

　りんご 102 100 97 62 66 66 64 59 58 63 62 53 52 56

自 肉類(鯨肉を除く) 90 77 81 57 56 55 54 52 53 53 54 55 54 55

　牛肉 95 81 72 39 36 35 36 34 36 39 39 44 43 43

給 　豚肉 100 86 86 62 62 60 59 57 55 53 53 51 50 52

　鶏肉 97 97 92 69 68 67 65 64 64 65 67 69 67 69

率 鶏卵 100 97 98 96 96 96 96 95 96 96 96 95 94 95

牛乳・乳製品 86 81 85 72 71 71 70 68 68 69 69 67 68 66

魚介類 100 99 93 57 59 57 56 53 48 47 50 49 50 52

　うち食用 110 100 86 59 60 57 55 53 53 53 57 55 57 59

海藻類 88 86 74 68 66 63 61 63 62 66 66 65 65 67

砂糖類 31 15 33 31 29 32 31 29 32 34 35 34 34 32

油脂類 31 23 32 15 14 15 14 14 13 13 13 13 13 13

きのこ類 115 110 102 78 76 76 76 74 75 77 77 78 79 81

80 69 69 65 62 59 59 60 60 61 60 60 61 60

55 34 27 26 25 25 24 26 25 25 23 25 25 25

（注１）米については、国内生産と国産米在庫の取崩しで国内需要に対応している実態を踏まえ、平成10年度から国内生産量に国産米在庫取崩し量
　　　を加えた数量を用いて、次式により品目別自給率、穀物自給率及び主食用穀物自給率を算出している。
　　　　自給率＝国産供給量（国内生産量＋国産米在庫取崩し量）／国内消費仕向量×１００（重量ベース）
　　　　なお、国産米在庫取崩し量は、10年度が500千トン、11年度が223千トン、12年度が24千トン、13年度が262千トン、14年度が243千トン、
　  　15年度が1,147千トン、16年度が374千トン、17年度が3千トン、18年度が178千トンである。
　　　　また、飼料用の政府売却がある場合は、国産供給量及び国内消費仕向量から飼料用政府売却数量を除いて算出している。
（注２）品目別自給率、穀物自給率及び主食用穀物自給率の算出は次式による。
　　　　自給率＝国内生産量／国内消費仕向量×１００（重量ベース）
（注３）供給熱量総合食料自給率の算出は次式による。ただし、畜産物については、飼料自給率を考慮して算出している。
　　　　自給率＝国産供給熱量／国内総供給熱量×１００（熱量ベース）
（注４）生産額べースの総合食料自給率の算出は次式による。ただし、畜産物及び加工食品については、輸入飼料及び輸入食品原料の額を国内生産
　　　額から控除して算出している。
　　　　自給率＝食料の国内生産額／食料の国内消費仕向額×１００（生産額ベース）
（注５）飼料自給率については、ＴＤＮ（可消化養分総量）に換算した数量を用いて算出している。
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（参考３）

○ 飼料需給表
（単位：ＴＤＮ千トン、％）

供　　　給　　　量 自　　　給　　　率

純 国 内 産純国内産純国内産

う ち うち純国飼料自給率粗 飼 料濃厚飼料

国内供給 内産原料 自 給 率自 給 率

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ （Ｃ＋Ｅ）／Ａ Ｃ／Ｂ Ｅ／Ｄ

昭和40年度 13,359 4,519 4,519 8,840 2,771 55 100 31

50 19,867 4,793 4,793 15,074 2,060 34 100 14

60 27,596 5,708 5,278 21,888 2,310 27 92 11

平成2年度 28,517 6,242 5,310 22,275 2,187 26 85 10

7 27,098 5,912 4,733 21,186 2,239 26 80 11

8 26,600 5,811 4,529 20,789 2,227 25 78 11

9 26,496 5,761 4,518 20,735 2,152 25 78 10

10 26,173 5,709 4,453 20,464 2,104 25 78 10

11 26,003 5,595 4,290 20,408 2,039 24 77 10

12 25,481 5,756 4,491 19,725 2,179 26 78 11

13 25,373 5,573 4,350 19,800 1,995 25 78 10

14 25,713 5,663 4,394 20,050 1,948 25 78 10

15 25,491 5,387 4,073 20,104 1,897 23 76 9

16 25,107 5,565 4,194 19,542 2,182 25 75 11

17 25,164 5,485 4,197 19,678 2,214 25 77 11

18（概算） 25,212 5,479 4,233 19,733 1,993 25 77 10

（資料）生産局畜産部畜産振興課

（注１）ＴＤＮ（可消化養分総量）とは、エネルギー含量を示す単位であり、飼料の実量とは異なる。

（注２）濃厚飼料の「うち純国内産原料」とは、国内産に由来する濃厚飼料（国内産飼料用小麦・大麦等）

　　　であり、輸入食料原料から発生した副産物（輸入大豆から搾油した後発生する大豆油かす等）を除い

    　たものである。

（注３）昭和59年度までの輸入は、すべて濃厚飼料とみなしている。

需 要 量 粗　飼　料 濃　厚　飼　料
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昭和40年以降の食料自給率の推移
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過去10年間の食料自給率の推移
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基本計画における食料自給率は、整数で示されて
おり、少数点以下の数値は、あくまでも参考としての
数値である。
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カロリーベースと生産額ベースの総合食料自給率（平成18年度）

その他
23％

果実 35％
大豆 25％

野菜 76％

魚介類 59％

砂糖類 32％

小麦
13％

油脂類 4％

畜産物
16％

米 94％

その他 77％

果実 71％

大豆 49％

野菜 80％野菜 80％

魚介類 51％
魚介類 51％

砂糖類 58％
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％
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【平成18年度】

（生産額ベース総合食料自給率 68％）

品目別生産額自給率 [％]
品目別供給熱量自給率 [％]

【平成18年度】

（供給熱量総合食料自給率 39％）

供給熱量割合 [％] 消費仕向額割合 [％]
総供給熱量 2,548kcal / 人・日

［国産熱量 996kcal / 人・日］

315kcal
[ 74kcal]

205kcal
[ 66kcal]

320kcal
[ 42kcal]

65kcal [23kcal]

79kcal [20kcal]

76kcal [58kcal]

130kcal [77kcal]

394kcal
[ 63kcal]

596kcal
[561kcal]

368kcal
[ 13kcal]

3,387億円 [1,958億円]
2,360億円 [  258億円]
3,959億円 [1,750億円]

3兆8,613億円
[2兆2,950億円]

2兆 418億円
[2兆 396億円]

2兆7,112億円
[1兆3,915億円]

1兆2,017億円
[   9,227億円]

1兆1,743億円
[   8,370億円]

2兆8,354億円
[2兆2,547億円]

639億円 [  310億円]

国内消費仕向額合計 14兆8,601億円

［国内生産額合計 10兆1,681億円］

51％

３３３

輸入部分

自給部分

輸入飼料による生
産部分



供給熱量の構成の推移
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平成18年度食料自給率低下の主な要因

自給率への影響度合

○砂糖の生産量の減少
（89万トン(H17) → 82万トン(H18)）

○いも類・でんぷんの生産量の減少
（（いも類）381万トン(H17) → 363万トン(H18)）

○みかんの生産量の減少
（113万トン (H17) → 84万トン (H18)）

○米の消費量の減少
（61.4kg (H17) → 61.0kg (H18)）

29%

16%

10%
（果実全体では16%）

10%

５５５



食料自給率を押し上げる方向に働いた要因

自給率への寄与

0.1ポイント強、
押し上げる効果

○輸出の増加
（魚介類56.6万ﾄﾝ (H17) →72.1万ﾄﾝ (H18）など）

○油脂消費量の減少
（14.6kg (H17) → 14.5kg (H18)）

僅かながら引き
上げる方向に働
いた

６６６



食料自給率向上に向けた今後の取組

既存の自給率向上施策の徹底的な洗い直し、再構築

自給率に影響の大きい品目（米、飼料作物、油脂類、野菜）への施策の重
点化（２０年度予算も視野）

８月１０日 省内関係部長・審議官会議（総合食料局長主催）

農業団体、消費者団体、食品産業事業者等の関係者間で取組を共有化し、
連携強化

９月２０日 食料自給率向上協議会（小泉武夫会長）

食料問題に関する認識を国民全体で共有

７月１７日～ 食料の未来を描く戦略会議（生源寺眞一座長）

［有識者１０名により構成］

１～２カ月に１度開催。年度内を目途にとりまとめ。

７７７



食料自給率向上のための消費面での対応のポイント

昭和55年度 平成18年度

P(たんぱく質)
13.0％

F(脂質)
25.5％

P（たんぱく質）
12.9％

C（炭水化物）
58.0％ F（脂質）

29.1％

C(炭水化物)
61.5％

米の消費
拡大

油脂摂取
の抑制

【望ましいＰＦＣバランス】 【望ましいＰＦＣバランスに戻す必要】

８８８



食料自給率向上のための生産面での対応のポイント

経営感覚に優れた担い手の育成・確保
（平成19年度より品目横断的経営安定対策の導入）

○消費者や食品産業の需要に的確に対応した
農産物の安定供給

○農産物の生産コストの低減や品質の向上

国産飼料の生産増大による飼料自給率の向上

食
料
自
給
率
の
向
上
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農林水産物輸出促進の取組

○輸出額の最近の推移と目標

億円

輸出拡大目標 ２５年に１兆円

２１年に６０００億円

輸出拡大目標 25年に １兆円

21年に 6,000億円

平成16年 17年 18年 21年 25年

3,310億円
3,739億円

2,954億円

10,000

6,000

3,000

101010




